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一宮イルミネーション



テレワークに関するお悩み・ご相談は　

あいちテレワークサポートセンター
AICHI TELEWORK SUPPORT CENTER

テレワーク導入におけるデジタル化、セキュリティ対策、
人事労務管理など、様々な課題解決をサポートいたします。

　　TEL: 052-581-0510 ／ Email: aichi-telework@pasona.co.jp
ご相談
無料

名古屋支店・熱田支店　〒460-0003 名古屋市中区錦3-23-18 TEL 052-951-7581
豊　　橋　　支　　店　〒440-0897 豊橋市松葉町3-71-2 TEL 0532-52-0221

    
    一宮市栄3丁目

    
    知多郡美浜町小野浦岩成20-1

一宮市の夏の風物詩「一宮七夕まつり」や
秋の風物詩「一宮だいだいフェスタ大集合
for Halloween」に連動する冬の風物詩

野間埼灯台

愛知県最古の灯台。
スポーツと美浜町の観光を知る
特別なイベント「“愛知る灯台”
あいち美浜ロゲイニング」が
3月17日(日)に開催されます！

（野間灯台）

一宮イルミネーション2023
～冬の七夕～
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令和 6 年　年 頭 所 感

年　頭　の　辞年　頭　の　辞

　あけましておめでとうございます。　あけましておめでとうございます。
　会員の皆様には、健やかに新春をお迎えになられましたことと、心よりお慶び申し上げます。　会員の皆様には、健やかに新春をお迎えになられましたことと、心よりお慶び申し上げます。
　平素は、本会の事業推進につきまして、多大なご支援・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。　平素は、本会の事業推進につきまして、多大なご支援・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年の日本経済は、５月の新型コロナウイルス感染症の５類への移行により、社会経済活動が活発に　さて、昨年の日本経済は、５月の新型コロナウイルス感染症の５類への移行により、社会経済活動が活発に
なり、緩やかに景気の持ち直しがみられておりますが、エネルギー・原材料価格や物価の高騰、人手不足、本なり、緩やかに景気の持ち直しがみられておりますが、エネルギー・原材料価格や物価の高騰、人手不足、本
格的なゼロゼロ融資返済に伴う資金難、10 月より始まりましたインボイス制度や最低賃金の大幅な引き上げ格的なゼロゼロ融資返済に伴う資金難、10 月より始まりましたインボイス制度や最低賃金の大幅な引き上げ
への対応など厳しい１年でもありました。への対応など厳しい１年でもありました。
　加えて、中小企業を取り巻く経営環境は、ＳＤＧｓやカーボンニュートラル、デジタル化の推進に加えて、　加えて、中小企業を取り巻く経営環境は、ＳＤＧｓやカーボンニュートラル、デジタル化の推進に加えて、
さらなる賃金の引上げや物流・運送業界のいわゆる 2024 年問題によるサプライチェーンへの影響など、対応さらなる賃金の引上げや物流・運送業界のいわゆる 2024 年問題によるサプライチェーンへの影響など、対応
すべき課題が山積しております。すべき課題が山積しております。
　このような状況において、日本経済をしっかりとした成長軌道に乗せていくためには、地域経済を担う中小　このような状況において、日本経済をしっかりとした成長軌道に乗せていくためには、地域経済を担う中小
企業が持続的に発展していくことが必要であり、そのためには組合など連携組織の力を最大限に活用して、経企業が持続的に発展していくことが必要であり、そのためには組合など連携組織の力を最大限に活用して、経
営革新や事業再構築、省力化・省人化などに積極的に挑戦をしていくことが重要であります。営革新や事業再構築、省力化・省人化などに積極的に挑戦をしていくことが重要であります。
　本会といたしましても、中小企業等連携組織の唯一の専門支援機関として、巡回訪問や窓口相談業務を通じ　本会といたしましても、中小企業等連携組織の唯一の専門支援機関として、巡回訪問や窓口相談業務を通じ
た会員組合への支援に加え、インボイス制度や外国人技能実習制度廃止後の新制度をはじめとする諸制度改正た会員組合への支援に加え、インボイス制度や外国人技能実習制度廃止後の新制度をはじめとする諸制度改正
への対応や事業承継、省力化・省人化、デジタル化・グリーン化等生産性向上への支援、組合体制基盤強化のへの対応や事業承継、省力化・省人化、デジタル化・グリーン化等生産性向上への支援、組合体制基盤強化の
ための人材育成支援など、皆様からの声に耳を傾け、ニーズを反映した事業を計画・実施することにより期待ための人材育成支援など、皆様からの声に耳を傾け、ニーズを反映した事業を計画・実施することにより期待
に応えるよう役職員一丸となって全力で取り組んでまいります。に応えるよう役職員一丸となって全力で取り組んでまいります。
　会員組合の皆様におかれましても、新しい年を迎え、これまで以上に一致団結し、中小企業の振興のために　会員組合の皆様におかれましても、新しい年を迎え、これまで以上に一致団結し、中小企業の振興のために
一層力を発揮されますことをご期待申し上げますとともに、皆様の今後益々のご健勝とご発展を心よりご祈念一層力を発揮されますことをご期待申し上げますとともに、皆様の今後益々のご健勝とご発展を心よりご祈念
申し上げまして年頭のご挨拶とさせていただきます。申し上げまして年頭のご挨拶とさせていただきます。

令和６年　元旦令和６年　元旦

　１月１日に発生しました「令和６年能登半島地震」により、お亡くなりになられた方に対しまして謹んでお　１月１日に発生しました「令和６年能登半島地震」により、お亡くなりになられた方に対しまして謹んでお
悔やみを申し上げますとともに、被災されました方に対しましてお見舞い申し上げます。悔やみを申し上げますとともに、被災されました方に対しましてお見舞い申し上げます。

愛知県中小企業団体中央会　役職員一同愛知県中小企業団体中央会　役職員一同

愛知県中小企業団体中央会愛知県中小企業団体中央会

　会長　山　口　高　広　会長　山　口　高　広
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　令和 6 年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
　昨年を振り返ると、設備投資が史上最高水準となり、賃上げも 30 年ぶりの高い水準となるなど、我が国の
経済状況は緩やかな回復への道筋を辿っています。中部経済も主力の自動車産業がけん引し、持ち直しの動き
が見られました。その一方で、足下の賃上げは物価上昇に追いついておらず、本年は、持続的な賃上げや活発
な投資がけん引する成長型経済へと変革していかなければなりません。
　100 年に一度の大変革期と言われる中部地域の中核である自動車産業はもちろんのこと、急速に進展するデ
ジタル技術、多様化する社会課題、資源・エネルギー価格の高騰など、取り巻く環境が見通しづらい中で、地
域の産業・経済はこれまで以上のスピードで将来を見極め、展開・変化していくことが求められています。中
部経済産業局としましては、こうした時代の要請に迅速に対応するため、自動車産業依存からの脱却をはじめ
とした地域産業構造の転換や、時代の変化に挑戦し続ける経済社会の構築に向けた取組を力強く進めてまいり
ます。
　具体的には、中堅・中小部品サプライヤー企業の新たな技術・製品の開発や分野開拓等の新たなチャレンジ
への支援として、経営戦略の立案や新事業展開のノウハウを学ぶワークショップの実施、技術や経営等の課題
解決に対する専門家の派遣を更に促進してまいります。
　また、中部が持つものづくり技術の集積を活かし、空飛ぶクルマの実現、ドローンや衛星データの活用拡大
といった次世代に向けた新産業の創出に繋げるとともに、地元企業とディープテック・スタートアップとの協
業や、オープンイノベーションによる連携を促進してまいります。同時に、足下の急激な物価高に伴い厳しい
状況にある中小・小規模事業者の方々への着実な支援や、人手不足解消のための省人化・省力化投資への積極
的な後押しとともに、地域企業の攻めの海外展開への伴走型支援等により、新たなビジネスチャンスの獲得へ
と繋げてまいります。
　さらには、今や、大企業だけでなく中小企業にとっても必要不可欠である環境対応の加速化に全力を挙げて
取り組んでまいります。特に喫緊の課題であるカーボンニュートラルの推進については、個々の企業による取
組にとどまらず、産業界や関係機関との連携を積極的に進めることで、サプライチェーン全体としての取組に
繋げるとともに、伊勢湾大における水素・アンモニアといった新たなエネルギー源の利活用に向けた取組を地
域一丸となって推進してまいります。また、自動車関連産業をはじめとする動脈産業の集積と高度なリサイク
ル技術をもつ静脈産業のポテンシャルを活かしたサーキュラーエコノミーの取組を進めてまいります。
　今年の干支は甲辰です。成功という芽が成長していき、姿を整えていく年になると言われています。私ども
中部経済産業局は、令和 7 年度末の庁舎移転を見据え、これまで以上に多様で柔軟な組織に進化し、「地域の
力を未来に繋ぐ」を組織ミッションに掲げ、地域経済の繁栄に向け尽力してまいります。結びに皆様の御多幸
と御健勝を心から祈念いたしますとともに、経済産業行政への引き続きの御理解と御協力をお願い申し上げま
して、新年の御挨拶とさせていただきます。

令和６年　年 頭 所 感令和６年　年 頭 所 感

中部経済産業局中部経済産業局

　局長　　局長　寺　村　英　信寺　村　英　信

令和 6 年　年 頭 所 感
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令和 6 年　年 頭 所 感

新春を迎えて新春を迎えて

愛知県知事愛知県知事

大　村　秀　章大　村　秀　章

　あけましておめでとうございます。　あけましておめでとうございます。
　新たな年が、県民の皆様にとりまして素晴らしい１年となりますよう、心からお祈り申し上げます。　新たな年が、県民の皆様にとりまして素晴らしい１年となりますよう、心からお祈り申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症が５類感染症へ移行し、アフターコロナへの動きが加速する中、安心な　昨年は、新型コロナウイルス感染症が５類感染症へ移行し、アフターコロナへの動きが加速する中、安心な
日常生活を取り戻し、社会経済活動を回すための取組をオール愛知一丸となって進めてまいりました。日常生活を取り戻し、社会経済活動を回すための取組をオール愛知一丸となって進めてまいりました。
　そうした中、昨年は、新たに「もののけの里」が開園した「ジブリパーク」を始め、国内最大のスタートアッ　そうした中、昨年は、新たに「もののけの里」が開園した「ジブリパーク」を始め、国内最大のスタートアッ
プ支援拠点「STATION Ai」や「愛知国際アリーナ」の整備を着実に推進するとともに、2026 年の愛知・名古プ支援拠点「STATION Ai」や「愛知国際アリーナ」の整備を着実に推進するとともに、2026 年の愛知・名古
屋アジア・アジアパラ競技大会に向けた準備をしっかりと進め、愛知を更なる「飛躍」へと導く１年とするこ屋アジア・アジアパラ競技大会に向けた準備をしっかりと進め、愛知を更なる「飛躍」へと導く１年とするこ
とができました。とができました。
　また、国に先駆けて取り組んだ「少子化対策パッケージ」や、本県独自の「休み方改革プロジェクト」など、　また、国に先駆けて取り組んだ「少子化対策パッケージ」や、本県独自の「休み方改革プロジェクト」など、
時代の流れを見極めながら、愛知が「ファースト・ペンギン」となり、様々な取組に果敢にチャレンジした１年時代の流れを見極めながら、愛知が「ファースト・ペンギン」となり、様々な取組に果敢にチャレンジした１年
でもありました。でもありました。
　世界は、グローバル化やデジタル化の加速度的な進展、SDGs 実現に向けた潮流など、大きく変化をしてい　世界は、グローバル化やデジタル化の加速度的な進展、SDGs 実現に向けた潮流など、大きく変化をしてい
ます。こうした変化に的確に対応し、将来にわたり、愛知が成長を続けていくためには、何より、愛知を支えます。こうした変化に的確に対応し、将来にわたり、愛知が成長を続けていくためには、何より、愛知を支え
る「人づくり」が重要となります。る「人づくり」が重要となります。
　今年も、日本の未来を形づくるビッグプロジェクトを着実に進めるとともに、新時代を担う人材の育成・発掘　今年も、日本の未来を形づくるビッグプロジェクトを着実に進めるとともに、新時代を担う人材の育成・発掘
に力を注ぎ、「日本一元気なあいち」の実現を目指してまいります。に力を注ぎ、「日本一元気なあいち」の実現を目指してまいります。
　今年３月には、ジブリパーク最大のエリアである「魔女の谷」が開園し、フルオープンを迎えます。また、　今年３月には、ジブリパーク最大のエリアである「魔女の谷」が開園し、フルオープンを迎えます。また、
10 月には、「STATION Ai」がいよいよ開業します。世界中から、最先端の技術・サービス、人材を愛知に呼10 月には、「STATION Ai」がいよいよ開業します。世界中から、最先端の技術・サービス、人材を愛知に呼
び込み、新たなイノベーションを次々と創出することで、更に人材が育ち集まってくる、そうした人材の好循び込み、新たなイノベーションを次々と創出することで、更に人材が育ち集まってくる、そうした人材の好循
環を生みだし、更なる愛知の成長につなげてまいります。環を生みだし、更なる愛知の成長につなげてまいります。
　もちろん、こうした取組とあわせ、社会インフラ整備や農林水産業の振興、教育、女性の活躍、医療・福祉、　もちろん、こうした取組とあわせ、社会インフラ整備や農林水産業の振興、教育、女性の活躍、医療・福祉、
感染症対策、環境、雇用、多文化共生、防災・交通安全、東三河地域の振興など、県民の皆様の生活と社会福祉感染症対策、環境、雇用、多文化共生、防災・交通安全、東三河地域の振興など、県民の皆様の生活と社会福祉
の向上にも力を注いでまいります。の向上にも力を注いでまいります。
　引き続き、県民の皆様すべてが豊かさを実感できる「日本一住みやすい愛知」、すべての人が輝き、未来へ　引き続き、県民の皆様すべてが豊かさを実感できる「日本一住みやすい愛知」、すべての人が輝き、未来へ
輝く「進化する愛知」の実現を目指し、全力で取り組んでまいりますので、一層のご理解とご支援をお願い申し輝く「進化する愛知」の実現を目指し、全力で取り組んでまいりますので、一層のご理解とご支援をお願い申し
上げます。上げます。

2024 年元旦2024 年元旦
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２
０
２
４
年
の
日
本
経
済
見
通
し

 
実
体
経
済
は
弱
含
み
も
「
分
配
」
の
循
環
へ

中
京
大
学 

経
済
学
部
　
客
員
教
授 

内 

田  

俊 

宏

内田俊宏の経済トレンド新年特別編

物
価
安
定
で
実
質
賃
金
は
プ
ラ
ス
転
換
へ

物
価
安
定
で
実
質
賃
金
は
プ
ラ
ス
転
換
へ

　

23
年
の
日
本
経
済
は
、
脱
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
経
済
活

動
の
正
常
化
と
と
も
に
リ
ベ
ン
ジ
消
費
が
期
待
さ
れ

た
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
の
個
人
消
費
は
23
年
４
～

６
月
期
か
ら
２
期
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
60
兆
円
程
度
は
積
み
上
が
っ
て
い
る
と
試

算
さ
れ
て
い
た
強
制
貯
蓄
が
世
帯
ご
と
に
偏
在
し
て
い

た
た
め
、
リ
ベ
ン
ジ
消
費
が
一
部
に
と
ど
ま
り
、
全
体

的
な
動
き
に
な
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

一
方
、
企
業
部
門
は
、
年
末
近
く
ま
で
円
安
基
調
で

推
移
し
た
こ
と
で
、
輸
出
企
業
を
中
心
に
過
去
最
高
益

を
記
録
す
る
企
業
が
続
出
し
た
。
23
年
４
～
９
月
期
に

お
け
る
上
場
企
業
の
純
利
益
は
３
年
連
続
で
過
去
最
高

を
更
新
し
て
い
る
。
特
に
大
企
業
の
業
績
が
好
調
だ
っ

た
が
、
主
な
要
因
は
円
安
に
よ
る
海
外
利
益
の
上
振
れ

で
あ
っ
た
。
円
安
と
度
重
な
る
値
上
げ
は
企
業
業
績
を

支
え
た
半
面
、
実
質
賃
金
の
プ
ラ
ス
転
換
を
阻
み
、
個

人
消
費
の
重
し
と
な
っ
た
。

　

23
年
の
日
本
経
済
は
、
円
安
下
で
企
業
業
績
の
改
善

を
中
心
と
し
た
「
成
長
」
の
年
だ
っ
た
が
、
24
年
は
前

年
の
「
成
長
」
を
原
資
に
2
年
連
続
で
の
高
い
賃
上
げ

率
を
達
成
し
、
実
質
賃
金
の
プ
ラ
ス
転
換
に
よ
っ
て
家

計
へ
の
「
分
配
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
逆
に

い
え
ば
、
個
人
消
費
を
中
心
に
内
需
主
導
の
回
復
軌
道
が
描

け
な
け
れ
ば
、
24
年
の
日
本
経
済
は
持
続
的
な
景
気
回
復
が

難
し
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
内
需
主
導
の
景
気
回
復
シ
ナ
リ
オ
の

実
現
を
楽
観
視
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
24
年
春
闘
で
は
、

好
調
な
企
業
業
績
を
背
景
に
前
年
以
上
の
妥
結
状
況
が
予
想

さ
れ
、
賃
上
げ
率
は
23
年
（
3.60
％
）
よ
り
高
い
3.80
％
前
後
の

水
準
が
期
待
で
き
る
。
大
手
企
業
で
は
４
％
台
の
賃
上
げ
率

と
な
る
公
算
が
高
い
。
賃
上
げ
減
税
も
拡
充
さ
れ
、
赤
字
企

業
が
多
い
中
小
企
業
で
も
最
大
５
年
間
は
減
税
を
繰
り
越
せ

る
方
向
で
調
整
中
で
、
幅
広
い
企
業
規
模
で
の
賃
上
げ
が
実

現
す
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
24
年
の
消
費
者
物
価
は
、
日
銀
が
安
定
目
標
と
す

る
２
％
前
後
ま
で
落
ち
着
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
23
年
は

円
安
を
背
景
に
企
業
物
価
が
高
止
ま
り
し
、
消
費
者
物
価
の

上
昇
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
か
ら
食
料
品
・
日
用
品
へ
と

波
及
し
、
さ
ら
に
モ
ノ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
へ
と
シ
フ
ト
し
た
。

政
府
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
や
電
気
・
ガ
ス
へ
の
補
助
金
効
果
は

あ
る
が
、
企
業
の
値
上
げ
も
最
終
段
階
に
入
っ
て
お
り
、
24

年
の
消
費
者
物
価
は
落
ち
着
く
可
能
性
が
高
い
。
物
価
安
定

に
よ
り
実
質
賃
金
の
プ
ラ
ス
転
換
が
実
現
す
れ
ば
個
人

消
費
の
下
支
え
と
な
る
。

　

24
年
の
日
本
経
済
は
「
成
長
」
か
ら
「
分
配
」
の
循

環
に
入
り
、
内
需
主
導
の
景
気
拡
大
は
続
く
と
み
る
。

24
年
度
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
23
年
度
見
通
し
の

＋1.5
％
か
ら
鈍
化
す
る
も
の
の
＋1.2
％
を
達
成
す
る
と
予
測

し
て
い
る
。

世
界
的
な
選
挙
イ
ヤ
ー
で
外
需
に
は
期
待
薄

世
界
的
な
選
挙
イ
ヤ
ー
で
外
需
に
は
期
待
薄

　

海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
24
年
は
重
要
選
挙
が
目
白

押
し
の
世
界
的
な
選
挙
イ
ヤ
ー
と
な
る
。
最
も
影
響
力

の
大
き
い
選
挙
は
11
月
の
米
大
統
領
選
で
あ
り
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
の
ほ
か
、
中
東
や

台
湾
な
ど
今
後
の
国
際
秩
序
を
左
右
す
る
重
要
な
選
挙

と
い
え
る
。
日
本
の
最
大
の
貿
易
相
手
国
は
中
国
で
あ

る
が
、
一
方
で
日
本
は
米
国
を
中
心
と
す
る
西
側
諸
国

の
一
員
で
あ
る
。
選
挙
戦
を
巡
る
米
中
の
覇
権
争
い
に

よ
る
対
立
激
化
が
、
日
本
の
外
需
に
は
マ
イ
ナ
ス
要
因

と
な
る
。
24
年
の
貿
易
額
が
大
幅
に
増
加
す
る
見
込
み

は
薄
い
だ
ろ
う
。

　

米
国
以
外
で
も
、
1
月
の
台
湾
総
統
選
を
皮
切
り

に
、
２
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
統
領
選
、
３
月
ロ
シ
ア

大
統
領
選
、
４
月
韓
国
大
統
領
選
、
５
月
イ
ン
ド
総
選

挙
と
毎
月
の
よ
う
に
世
界
各
国
で
選
挙
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
南
ア
フ
リ
カ
や
メ
キ
シ
コ
で
も
大
統
領
選
が
予

定
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
へ
の
影
響
が
大
き
い
国
や
地
域

で
の
選
挙
日
程
は
、
外
交
上
の
対
立
を
生
み
や
す
い
環

境
と
な
る
。
主
要
国
の
対
日
姿
勢
を
見
極
め
る
こ
と
が

重
要
で
、
各
国
の
選
挙
戦
の
流
れ
を
見
な
が
ら
国
内
で
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2024年の日本経済見通し

も
解
散
時
期
を
探
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
だ
け
多
く
の
重
要
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場

合
、
そ
の
直
前
に
政
治
体
制
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
は
リ

ス
ク
と
な
る
。
自
民
党
の
総
裁
任
期
が
24
年
９
月
に

迫
っ
て
い
る
が
、
米
大
統
領
選
の
行
方
が
見
え
始
め
る

８
月
に
総
選
挙
を
実
施
す
る
公
算
が
高
い
と
み
る
。
６

月
に
所
得
税
・
住
民
税
の
定
額
減
税
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
７
月
に
は
パ
リ
五
輪
開
催
や
新
紙
幣
発
行
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
ご
祝
儀
ム
ー
ド
の
雰
囲
気
の
中
で
夏
場

の
選
挙
戦
が
予
想
さ
れ
る
。

2424
年
は
日
米
金
融
政
策
の
転
換
期

年
は
日
米
金
融
政
策
の
転
換
期

　

24
年
は
日
米
な
ど
主
要
国
中
央
銀
行
に
よ
る
金
融
政

策
の
転
換
期
と
な
る
公
算
が
高
い
。
特
に
注
目
さ
れ
る

の
は
米
国
の
金
融
政
策
で
、
米
連
邦
準
備
制
度
理
事

会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
が
利
下
げ
局
面
へ
の
転
換
を
模
索
し
始

め
て
い
る
。
米
政
策
金
利
の
指
標
で
あ
る
フ
ェ
デ
ラ
ル

フ
ァ
ン
ド
金
利
（
Ｆ
Ｆ
レ
ー
ト
）
の
誘
導
目
標
は
5.25
～

5.50
％
と
22
年
ぶ
り
の
高
水
準
で
、
米
消
費
者
物
価
指
数

の
伸
び
率
は
23
年
11
月
に
は
＋3.1
％
ま
で
鈍
化
し
て
い

る
。
焦
点
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
い
つ
利
下
げ
に
転
じ
る
か
で
、

24
年
春
が
濃
厚
と
み
て
い
る
。

　

一
方
、
日
銀
も
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
解
除
の
時
期
を

探
り
始
め
て
い
る
。
日
銀
の
植
田
総
裁
は
、
23
年
12
月

上
旬
の
参
院
財
政
金
融
委
員
会
で
「
年
末
か
ら
来
年
に

か
け
て
一
段
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
状
況
に
な
る
」
と

発
言
し
た
。
金
融
市
場
で
は
大
規
模
な
金
融
緩
和
策
の

「
出
口
戦
略
」
が
近
い
こ
と
を
示
唆
し
た
と
の
見
方
が

広
が
り
、円
相
場
は
一
時
１
ド
ル
＝
140
円
台
ま
で
急
伸
し
た
。

そ
の
後
は
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
、
12
月
の
金
融
政
策
決
定
会
合

で
は
金
融
緩
和
の
現
状
維
持
を
決
め
て
い
る
。

　

日
銀
は
、
24
年
中
に
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
解
除
す
る
可

能
性
が
高
い
と
予
想
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
利
上
げ
ペ
ー

ス
も
緩
や
か
で
極
め
て
小
幅
な
も
の
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が

高
い
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
解
除
後
も
日
米
金
利
差
は
依
然
と
し

て
大
き
く
、
低
金
利
の
円
を
借
り
て
高
金
利
の
通
貨
で
運
用

す
る
「
円
キ
ャ
リ
ー
取
引
」
の
継
続
が
予
想
さ
れ
、
円
の
上

値
は
重
く
な
る
可
能
性
が
高
い
と
み
て
い
る
。

　

や
や
円
高
方
向
に
動
く
可
能
性
が
高
い
24
年
は
、
輸
出
企

業
の
業
績
改
善
に
は
逆
風
と
な
る
。
他
方
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
利
下

げ
局
面
入
り
は
日
米
の
実
体
経
済
の
強
弱
に
関
わ
ら
ず
金
融

相
場
入
り
へ
の
期
待
感
を
高
め
る
。
国
内
で
は
拡
充
さ
れ
た

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
が
１
月
に
始
ま
る
ほ
か
、
７
月
か
ら
新
紙

幣
が
流
通
し
始
め
る
。新
紙
幣
対
応
の
設
備
投
資
以
外
に
も
、

タ
ン
ス
預
金
か
ら
投
資
や
消
費
へ
の
シ
フ
ト
が
期
待
で
き
、

金
融
市
場
の
追
い
風
と
な
る
。
日
経
平
均
株
価
は
24
年
中
に

３
万
８
０
０
０
円
を
目
指
す
展
開
が
期
待
で
き
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
さ
ら
な
る
強
化
へ

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
さ
ら
な
る
強
化
へ

　

24
年
の
日
本
経
済
は
、
実
質
賃
金
の
プ
ラ
ス
転
換
が
実
現

す
れ
ば
、
個
人
消
費
が
景
気
を
け
ん
引
す
る
。
企
業
の
設

備
投
資
で
は
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
る

「
２
０
２
４
年
問
題
」
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
投
資
や
省
力

化
・
省
人
化
投
資
に
期
待
で
き
る
。
７
月
の
新
紙
幣
発
行
に

伴
う
設
備
更
新
需
要
も
７
月
以
降
集
中
し
て
顕
在
化
す
る
ほ

か
、
同
時
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
が
加
速
す
る
可
能
性
も

高
い
。

　

一
方
で
、
世
界
的
な
選
挙
イ
ヤ
ー
と
円
高
へ
の
修
正

に
よ
り
外
需
へ
の
依
存
は
難
し
い
年
と
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
仮
に
円
相
場
が
１
ド
ル
＝
130
円
前
後
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
前
と
の
比
較
で
は
２
割
近
く
も

円
安
で
あ
る
。訪
日
外
国
人
に
と
っ
て
は
割
安
で
あ
り
、

サ
ー
ビ
ス
輸
出
に
計
上
さ
れ
る
訪
日
外
国
人
の
国
内
消

費
は
好
調
が
続
く
だ
ろ
う
。
24
年
の
訪
日
外
国
人
客
数

お
よ
び
消
費
額
が
23
年
を
上
回
る
こ
と
は
確
実
と
み
て

い
る
。

　

円
相
場
は
短
期
的
に
は
円
高
傾
向
で
あ
る
が
、
中
長

期
的
に
は
円
安
を
予
想
し
て
い
る
。
地
域
経
済
は
、
５

年
後
10
年
後
を
見
据
え
る
と
、
一
定
の
円
安
水
準
を
前

提
と
し
た
地
域
戦
略
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
輸
出
企
業
の
国
際
競
争
力
強
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
市

場
で
の
シ
ェ
ア
獲
得
に
加
え
、
観
光
資
源
や
自
然
資
源

が
豊
富
な
東
海
エ
リ
ア
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り

込
む
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重

要
と
な
る
。
目
先
の
為
替
変
動
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
そ
の

先
を
展
望
し
た
地
域
戦
略
を
着
実
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
。Profile

１
９
６
８
年
青
森
県
生
ま
れ
。

91
年
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
02
年
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学

研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
。
91
年
野
村
證
券
。
93
年
東
海
総
合
研

究
所
（
現
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）。
15
年

４
月
中
京
大
学
経
済
学
部
客
員
教
授
、
学
校
法
人
梅
村
学
園
評
議
員
、

19
年
１
月
同
理
事
。
ニ
ュ
ー
ス
番
組
な
ど
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務

め
る
ほ
か
、
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
、
愛
知
県
、
名
古
屋
市
、

名
古
屋
港
管
理
組
合
な
ど
の
委
員
も
務
め
る
。
専
門
は
マ
ク
ロ
経
済
、

地
域
経
済
。



中央会あいち　2024年１月　 16

景況天気図

愛知県の景況の推移（前年同月比）

全国の景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

【製造業】
①化学・ゴム製造業（高圧ガス）：輸送機器向けは順調な出荷状況が続い
ており、工作機械、半導体向けの前年並みの実績で推移している。自動
車のＥＶ化は、製造工程の変化に伴うガス使用量の減少が予想され将来
への不安が大きい。
②一般機器製造業（鉄工）：自動車の生産が好調にも係わらず、長引く円
安と材料費・エネルギー費高騰、人件費上昇が響いて、殆どの会員企業
では収益向上に繋がっていない。採用活動でも人材が思う様に採れてい
ない様である。
③電気機器製造業（電気機器）：売上は減少傾向。反面在庫は減少傾向で
資金繰りは好転。来期４月以降も同じ傾向であれば、人員削減等の具体
的な対策を打つ必要がある。
【非製造業】

①卸売業（古紙）：古紙市場は国内における回収の低下傾向が続いている。
品種別では特に新聞古紙、雑誌古紙の回収量が大幅な減少となっている。
こうした供給の低下を受けて市中問屋ヤードの古紙在庫は低水準となっ
ている。古紙輸出は数量的には年初より前年同期比でプラス傾向が続い
ている。市況は夏場までは下落していたが秋需期に入ってからは上昇基
調となってきている。円安も古紙輸出市況面ではプラス要因となってい
る。国内における紙・板紙製品の需要低下は古紙の発生ならびに消費を
減少させる要因ともなっている。季節的にはこれからの年末環境におい
ては市中の発生も上向いてくことが見込まれているが前年同期比でみる
と古紙の需給はマイナス基調が続いている。
②建設業（アスファルト・コンクリート）：工事は最盛期に入ってきたが、
公共、民間共に小規模で効率が悪く、操業度は低下し、高収益に繋がら
ない状況である。
③地域商業（商店街）：今月は、毎週土日祝にイベントが開催され、商店
街は大いに賑わった。それに伴い、飲食店には入店者が多く、売上の増
加に繋がったと思われるが、物販等の店舗には殆ど効果はなく、イベン
トの取り組み方など今後の課題が残った。

【製造業】
①化学・ゴム製造業（奈良県・プラスチック）：材料資材、エネルギーコ
ストや人件費の高騰による値上げ交渉については一定の理解が得られ、
受入れが徐々に進んでいるが、更なる材料費の値上げが予定されており
早急な円安対策を望む声が多い。
②一般機器製造業（愛媛県・鉄工）：状況にあまり変化はない。円安、物
価高、採用難、人件費増等、経営を圧迫する要因が多い。この状態が来
年も続けば、更に製品の値上げを実施する必要に迫られ、買い控えがお
きないか懸念される。
③電気機器製造業（群馬県・電気機械器具）：前年比で約１割伸びており
好調が続く。来年夏頃に半導体需要のピークを迎える見通しで、生産体
制の強化に向けた設備投資を活発に進めている。
【非製造業】

①卸売業（北海道・各種商品）：靴履物は降雪により冬物の動きが活発と
なり、百貨店・量販店での需要が増加したことで、前年を上回る売上となっ
ている。価格改定も段階的に進んでおり収益も改善している。
②建設業（富山県・鉄骨・鉄筋工事）：地元中小物件の減少により、地場
ゼネコンの過当競争も起きている。鉄骨加工業者は、商社・特約店物件
の受注や大手鉄骨加工業者への加工協力などで、ある程度の工場稼働率
を保っている。
③地域商業（鳥取県・商店街）：コロナ禍も明け、中心市街地以外でも
様々なイベントが開催されており、消費者の外出する意識は高まってい
ると感じている。飲食店ではカニ料理のシーズンとなり観光客等の来店
も多い様子。

（出典：全国中小企業団体中央会 HP より）

○●○● 業界レポート ●○●○

○●○● 業界レポート（全国） ●○●○

売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業

非製造業

好　転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10＜DI＜＋10

やや悪化
−30＜DI≦−10

悪　化
DI≦−30

この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業界の景
況報告を集計したものです。情報連絡員は全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われています。

【2023 年 11 月分】
景況天気図（対前年同月比）

凡例
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初めてのテレワーク

2023 年 5 月に第 5 類に移行し、出社が増えてきた企業も多い中、現在もテレワークを継続実施している企業もたくさん
あります。今回はテレワークにおけるポイントとして、情報セキュリティ対策の考え方についてご紹介します。

誰もが安心していきいきと働く。「仕事と生活が調和した社会」の実現の為に誰もが安心していきいきと働く。「仕事と生活が調和した社会」の実現の為に

第 27 回　テレワークにおける情報セキュリティ対策の考え方第 27 回　テレワークにおける情報セキュリティ対策の考え方

〒 450-0002
名古屋市中村区名駅 3-21-7　名古屋三交ビル２F
ツドイコ名駅東カンファレンスセンター内
TEL：052-581-0510
E-MAIL：aichi-telework@pasona.co.jp
URL：https://www.aichi-telework.pref.aichi.jp
営業時間：9:00 ～ 17:00（土日祝日、年末年始（12/29 ～ 1/3）を除く）

（本事業は、愛知県より株式会社パソナが受託・運営しています。）

名古屋駅地下街経由徒歩 7 分！国際センター駅直結！
会社や自宅以外でテレワークをしたい、外出先の空き 
時間で仕事をする場所を探しているなど、「サテライト 
オフィス」の 良 さ を 体 験 し て 
みませんか♪

利用無料
サテライト

オフィス

【施設概要】
■ 営業日時 月曜から金曜　9：00 ～ 18：00
■ 設備 Wi-Fi、ロッカー、複写機
■ 所在地 愛知県名古屋市中村区名駅 3-21-7
 名古屋三交ビル２F
　　　　　　ツドイコ名駅東カンファレンスセンター内　G ルーム

※「ルール」「人」「技術」のバランスがとれた対策の実施
　企業で管理する紙文書、電子データ、情報システム等をまとめて、その企業の「情報資産」と呼びます。多くの場合、
情報資産は　オフィスの中で管理され、外部の目に触れることはありませんが、テレワークを行う場合は、インターネッ
ト上を流れたり、持ち運びが　容易なノートパソコン等の端末で利用されます。そのため、インターネットを経由した攻
撃を防御する対策がなされたオフィスとは異なり、情報資産はウイルス・ワーム等の感染、テレワーク端末や記録媒体の
紛失・盗難、通信内容の盗聴等の「脅威」にさらされやすいといえます。このとき、端末やその設定や使い方に、脅威に
対する「脆弱性」（情報セキュリティ上の欠陥のこと。用語集参照）が存在すると、情報漏えいや情報の消失など実際の
事故の発生につながります。テレワークにおける代表的な脅威と脆弱性の例を下記の図に示します。

　企業が情報セキュリティ対策を効率的に行うには、保護すべき情報資産を洗い出し、どのような脅威や脆弱性、リスク
があるのかを把握、認識したうえで、重要度に応じた情報のレベル分けを行い、レベル分けに応じた体系的な対策を実施
することが重要です。
　このとき、情報セキュリティ対策には「最も弱いところが全体のセキュリティレベルになる」という特徴があります。
どこか 1 箇所に弱点があれば、他の対策をいくら強化しても全体のセキュリティレベルの向上にはつながりません。
　そこで、情報資産を守るためには、「ルール」・「人」・「技術」の三位一体のバランスがとれた対策を実施し、全体のレ
ベルを落とさないようにすることがポイントとなります。

【コラム】中小企業の情報セキュリティ対策を支援する取組
　中小企業がテレワークの導入に併せて情報セキュリティ対策を整備しようとするとき、現状でどのような問題があるの
か、今後どのような対策をすべきかを自ら検討するのは困難です。以下に例示する取組はこうした悩みの解決に役立ちます。
① SECURITY ACTION （独立行政法人情報処理推進機構（IPA）） 
　  IPA が公開している「中小企業の情報セキュリティ対策ガイドライン」に基づき次の取組を行う旨の自己宣言をすると、

SECURITY ACTION 各ロゴマークを自社サイト等に掲示することができ、自社のアピールにつながります。
　「情報セキュリティ 5 か条」の実践 ･･･ ★一つ星
　「自社診断シート」に基づくセキュリティポリシーの策定・公開 ･･･ ★★二つ星 
②情報セキュリティ理解度チェック（NPO 日本ネットワークセキュリティ協会）
　 「電子メールに関する知識」「インターネットの利用法」「ウイルスに関する知識」「パスワードの管理」など、テレワー

クを行う上でも重要なセキュリティ知識を従業員がどの程度理解しているかの自己チェック環境を提供しています。
 出典：総務省　テレワークセキュリティガイドライン　第 4 版

出典：総務省　テレワークセキュリティガイドライン　第 4 版

脅　威 マルウェア
（ウイルス・ワーム等） 端末の紛失・盗難 重要情報の盗聴 不正アクセス

脆弱性

◆  ウイルス対策ソフトの
未導入、　更新不備

◆  アップデートの未実施
◆  偽サイトへのアクセス
◆  偽メールに添付された

ファイルの開封や文中
リンクのクリック

◆   電車の網棚に置いた端
末入りバッグを失念

◆  カフェで端末を放置し
て長時間離席

◆  暗号化せずに保存
◆  バックアップ未実施

◆  無線 LAN の設置不備
◆   偽アクセスポイントへ

の接続
◆  暗号化せずに送信
◆  画面をのぞき見られる
◆  従業員による内部不正

◆  ファイアウォールなし
◆  推測されやすいパス

ワードの使用
◆  パスワードの使い回し
◆  ログイン方法を書いた

メモの放置
◆  アップデートの未実施

事　故 　　　情報漏えい
　　　（機密性の喪失）

重要情報の消失
（完全性の喪失）

　  作業中断
（可用性の喪失）



中央会あいち　2024年１月　 18

建設業・情報サービス業専
用の総合相談窓口（全国社
会保険労務士会連合会）

●災害時における復旧及び復興の事業を除き、現在は適用が猶予されてい
る時間外労働の上限規制が 2024 年 4 月 1 日からすべて適用されます。
●災害時における復旧及び復興の事業には、時間外労働と休日労働の合計
について、月 100 時間未満、２～６ヶ月平均 80 時間以内とする規制は適
用されません。

【参考：上限規制】

　○原則として月 45 時間、年 360 時間（限度時間）以内
　 ○臨時的な特別な事情がある場合でも年 720 時間、単月 100 時間未満（休日労

働含む）、複数月平均 80 時間以内（休日労働含む）、限度時間を超えて時間外労
働を延長できるのは年６ヶ月が限度

トラック運転者の長時間労
働改善特別相談センター

全日本トラック協会働き方
改革特設ページ

●現在は適用が猶予されている時間外労働の上限規制が 2024 年 4 月 1 日
から月 45 時間、年 360 時間を原則とし、臨時的な特別の事情がある場合
でも、年 960 時間が上限となります。
●時間外労働と休日労働の合計について、月 100 時間未満、２～ 6 ヶ月平
均 80 時間以内とする規制が適用されません。
●時間外労働が月 45 時間を超えることができるのは年６ヶ月までとする
規制は適用されません。
●トラック運転者の「改正改善基準告示」が適用されます。

特集「働き方改革　時間外労働の上限規制」

● 愛知県の最低賃金（1,027 円）
● 令和５年 11 月度　有効求人倍率 1.31（全国：1.28）
 　　   （厚生労働省 R5.12.26 発表　就業地別）

● 働き方改革に関係する助成金

● 2024 年 4 月 1 日からの時間外労働の上限規制

Profile

1964 年生まれ。（有）エーアイ　取締役社長、特定社会保険労務士　キャリアコンサルタント　大手自動車部品メーカーに入社、その後会計事務
所を経て独立。得意の IT スキルを活かし、WEB データーベース、アプリ開発、人事コンサルティングを行うとともに、独）中小機企業盤整備機構、
独）高齢・障害・求職者雇用支援機構でアドバイザーとして活動を行う。６次産業先導士、一般社団法人　日本あいさつ検定協会　代表理事、主
な著書　あいさつをデザインする「新あいさつ運動活用マニュアル」　現在では「人手不足」「賃上げ」「働きがい改革」をテーマにした支援に取
り組んでいます。サイト：https : //2050tech.jp/

　　　　　　　　　　　   おやまだ　 まさよし
社会保険労務士　小山田　政義

社会保険労務
士

小山田政義の
「働き方改革　時間外労働の上限規制」「働き方改革　時間外労働の上限規制」

働き方改革推進支援助成金 時間外労働の上限規制に円滑に対応するため、生産性を高めながら労働時
間の短縮等に取り組む中小企業・小規模事業者を支援します。

業務改善助成金 事業場内の最低賃金を引き上げるとともに生産性向上に資する設備・機器
の導入等を行った中小企業・小規模事業者を支援します。

建設事業主等に対する助成金
建設事業主等が、建設労働者の雇用の改善や建設労働者の技能の向上等をは
かるための取組みを行った場合に助成を受けることができます（下記の人材
確保等支援助成金、人材開発支援助成金と重複するコースもあります。）。

人材確保等支援助成金 人材の確保・定着を目的として、魅力ある職場づくりのために労働環境向
上等を図る企業を支援します。

人材開発支援助成金 雇用する労働者を対象に、職務に関連した専門的な知識や技能を習得させ
るための訓練等を計画に沿って実施する事業主を支援します。

1 年の拘束時間 1 か月の拘束時間 1 日の休憩時間

3,516 時間

原則 3,300 時間
最大 3,400 時間

原則 293 時間
最大 320 時間

原則 284 時間
最大 310 時間

継続 8 時間

継続 11 時間を
基本とし継続 9 時間

➡ ➡ ➡

工作物の建設の事業

自動車運転の業務
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おしらせ

視察研修会を開催しました！（愛知県中小企業情報研究会）
　12 月１日、愛知県中小企業情報研究会の視察研修会を開催し、会員 10 名
が参加されました。
　柴田酒造場、カクキュー八丁味噌の郷、どうする家康 岡崎 大河ドラマ館
を見学し、岡崎公園を散策しました。
　参加者は、普段関わらない他業種の会員と交流、情報交換し、有意義な時
間を過ごされていました。

外国人技能実習制度講習会を開催しました！
　12 月４日、ウインクあいちにて外国人技能実習制度講習会を開催しまし
た。
　講習会では、①実習生を取り巻くトラブルと監理団体としての対応、②最
近の外国人技能実習機構の監査における指摘事項の傾向、③技能実習生の特
定技能１号移行時の留意点と特定技能２号移行に向けた取り組み等につい
て説明がなされました。
　現地出席のほか YouTube 配信（限定公開）を行い、多くの方にご参加い
ただきました。

パソコン講習会を開催しました！
　12 月５日、19 日、パソコン講習会を開催しました。
　５日は「実践！ Word で作る手順書作成」をテーマに複数ページの文書
を作成する際に、知っておくと便利な機能を理解し、体裁が整った文書作
成の手法を学ぶ内容、19 日は「業務に役立つ表計算ソフトの関数活用」をテー
マに業務の効率化を目指して、事務処理に必要なデータ処理における表計
算ソフトの効率的な活用方法を学ぶ内容でした。
　参加者は、講習で使用したデータを USB にて持ち帰ることができ、帰宅
後も復習が出来ると大変好評でした。

若手社員スキルアップ研修を開催しました！
　11 月 28、30 日、12 月 ６、12 日、 ウ イ ン ク あ い ち に て Office Growth 
aid 代表の押村由紀恵氏を講師に迎え、若手社員スキルアップ研修会を開催
しました。
　「アンコンシャスバイアスに気づいて組織力を高めよう！」「ロジカルラ
イティングで仕事効率をアップする！」「アサーティブコミュニケーション
で風通しの良い職場を目指そう！」「頼りになる先輩になろう！」をテーマ
に全４回開催しました。
　研修会では、グループワークやペアワークなどの時間が設けられ、参加者が自身を振り返ったり共有し
たりするなど、参加者同士で交流する場面も見られました。
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組合役職員年末懇親会を開催しました！

　12 月 14 日、ＡＮＡクラウンプラザホテルグランコート名古屋にて、

組合役職員年末懇親会を開催しました。

　本会山口高広会長より挨拶の後、石川喜一朗副会長の乾杯により年末

懇親会が開宴しました。

　ショータイムでは、音楽ユニット歌鈴（かりん）による演奏が披露され、

参加者は、生演奏を楽しみながら食事をとり、親睦を深めました。

　また、本年度も、毎年ご好評の星野リゾート宿泊ギフト券、電化製品、

食材などの豪華賞品が当たる福引大会を行い、当選番号が発表されるた

びに、会場は大いに盛り上がりました。

あいち女性中央会／愛知県中小企業青年中央会
合同交流会を開催しました！

愛知県広告美術業協同組合からのご案内
～看板のオーナーの皆さん　屋外広告物は安全点検が必要です！！～

　12 月 22 日、１年の締めくくりにあたり、愛知県中小企業団体中央会

の関連団体であるあいち女性中央会と愛知県中小企業青年中央会の各会

員が一堂に会し、親睦を深めるとともに、事業のマッチングにも繋がる

ことを期待し、合同交流会を開催しました。

　本交流会を通じて、会員間の積極的な交流が図られ、会場は大いに盛

り上がりました。

　昨今、老朽化に伴う看板（屋外広告物）の落下事故が社会問題視される

ようになりました。

　それを受けて国や地方公共団体、屋外広告物業の事業者団体では看板の

点検や保守の重要性が課題となっています。

　愛知県広告美術業協同組合では、チラシ・クリアファイルを作成し、愛

知県内の行政と協力して、点検や保守の必要性を看板のオーナーさんに幅

広く周知しています。

　ご不明な点がございましたら、お気軽にお問い合わせください。

　問い合わせ先：愛知県広告美術業協同組合　052-551-1823
チラシ⇒

安全点検



※広告内容に関する責任は、広告主に帰属します。
※「中央会あいち」に掲載する広告を募集しています。
　お問合せ：情報調査部　TEL : 052－485－6811

愛知県中古自動車販売商工組合
理事長　加藤　勇東

電話（０５６７）５５－２２２１（代）
FAX（０５６７）５５－２８８２

安心な中古車選びは JU 愛知加盟店がお手伝いします

〒490－1443　海部郡飛島村大字新政成字戌之切 932－1
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